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第7節 教 育 意 識

ベ トナムでは儒教の教 えが今で も受 け継 がれてお り,そ のためベ トナム人

は,目 上や年長者 を敬い,親 への孝行を行い,そ して礼儀i正しい態度で人に

接す ることなど道徳的な意識 を忘れていないよ うである。 また,世 界開発報

告1999/2000に よると,1997年 のベ トナム人の識字率は,男 性95%,女 性89%

とい う開発途上国 としては高い数値であることもその現われの1つ である。

この節では,ベ トナム人の教育意識に関 して,儒 教の影響 を考慮 しなが ら会

社の仕事における技術習得,子 供 に対する教育,人 生における勉学 とい う3

つの範囲を通 してみてみよ う。

(1)技 術 習 得

ベ トナムの労働賃金が安価 であることは,外 国投資企業に とって魅力的な

ことであるが,長 期的な投資 を考えれ ば,や は り従業員の技術習得意識の程

度が問題 になって くるであろ う。要するに,良 質の製品やサービスを作 り出

すためには,技 術習得意識の高い従業員が必要になってくるからである。 よっ

て,ベ トナム従業員の技術習得意識の程度 を調べ るために 「もし会社で新 し

いオー トメー ションや コンピュー ターシステムを導入 した ら,喜 んで新 しい

技術 を習得 しますか」 とい う設問に対する回答結果が図表4-7-1で ある。
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図表4-7-1を み て み る と,「 全 くそ う思 う」 と回 答 した 従 業員 が230人

(75.4%)と 最 も多 く,次 に 「ほ ぼ そ う思 う」 と回 答 した41人(13.4%)が 続

い て お り,合 わ せ て271人(88.8%)が そ う思 うと回 答 した 結 果 とな っ てい

る。

以上 の調査結果 につい て考察 してみ よ う。

最 初 に,ベ トナ ム 人 の教 育 意 識 が ど うよ うに して培 われ て きたの かを歴 史

的 にみ てみ る と,ベ トナ ム は,紀 元 前111年 か ら約1000年 の 間,中 国 の支 配 を

受 けた た め,中 国文 化 の影 響 に よって ベ トナ ム人の教育意識 が形成 され てい っ

た よ うで ある。 そ のた め,教 育 に必 要 な漢 字 は,紀 元 前 に は既 にベ トナ ム へ

導 入 されていた。

言 うまで もな く,ベ トナ ム に 孔 子 の説 い た儒 教 が導入 され た ことや,ベ ト

ナ ム 人 が 中 国 に 留 学 して,帰 国後 ベ トナ ム 人 と して は じめ て長 官に任 命 され

た こ とがあったた め,貴 族 や 知 識 人 た ち が ま す ます 盛 ん に儒教 の習得 に励 ん

だ よ うで ある4。 だ か ら と言 っ て,こ の よ うな歴 史 的 事 実 か らベ トナム人 は

向学 心が あるた め,教 育 意 識 が 高 い とは 短 絡 的 に は言 えない であ ろ う。

つ ま り,ど の よ うな 国 にお い て も一 部 の 人 々の 中には常 に向学心が存在 し

てお り,そ れ が そ の 国 の 一 般 の人 々 に浸 透 してい るか どうか とい うこ ととは

次元 の違 う話 になるか らであ る。 そのために もあ くまで国民 レベル で教 育意

識 の程 度 を解 明 しな けれ ば意 味が ないか らであ る。 例 えば,近 隣 の 東 南 ア ジ

ア の 国hに お い て,一 部 の エ リー トと呼 ばれ る人 々 と大勢 の教 育意 識 の低 い

人 々か ら成 り立 ってい る国が存在 してい るか らである。

幸い,本 調 査 結 果 よ りベ トナ ム 従 業 員 の技術 習得意識 が高 い とい うこ とが

判 明 したので,ベ トナ ム 人 の教 育意 識 が 高 い と言 えるであ ろ う。 それ ゆ え,

技 術 習 得 意 識 が 高 い とい うこ とを個人 的な理 由か らみ てみ る と,ベ トナ ム 人

は,プ ライ ドが 高 く,人 に負 けた くな い とい う意 識 が 強い ためで あろ う。 そ

の意識 が強いた め,自 分 自身 の能 力 や 技 術 を上 達 させ てい る と考 え られ る。

例 えば,2002年 に 開 催 され た ア ジ ア ・ロ ボ ッ ト ・コンテス トでベ トナ ムの

214国 際経営論集No.292005



工科大学生チームが優勝 した例でも分かるよ うに,ベ トナム人は,他 のアジ

アの学生チームに負けた くないとい う意識が強 く働いているため,よ り研究

す ることに惜 しみない努力 をしたよ うだ。現在,ベ トナムでは新技術に関す

る研究が盛んに行 われてお り,特 に若いベ トナムの教授や研究者 の中には海

外に留学 して研究を続けて者 もいる。近い将来,ベ トナム独 自の技術が開発

され る可能性があるかもしれない。

次に社会的状況か らみてみると,依 然 としてベ トナムでは失業率が高 く,

特にホ ワイ トカラーの仕事に就職す ることは難 しいようである。そのため,

ベ トナム人は,就 職 に有利 となる外国語や コンピューターの修 了証書な どを

履歴 に記載 してい る。また,企 業に勤めている従業員 も新 しい技術 を習得す

ることをコミッ トしている。そのため,ほ とん どの外国企業の経営者か らベ

トナム従業員が優秀であると評価 されている。

一般的にベ トナム従業員は
,新 しい技術を習得 したい とい う意識が強いの

は向上心が強 く働 くためではあるが,や は り潜在的に人には負 けた くない と

い うプライ ドが駆 り立てているとい うのが本心であろ う。そ して,そ のよう

な行動が勤勉 に働 くベ トナム人の姿 を現 しているのであろ う。また,ベ トナ

ム人 自身 も貧 しい生活か ら抜 け出す最良の方法であると確信 しているか らで

ある。従 って,ベ トナム従業員 は,そ のプライ ドのため,自 ら進 んで新 しい

技術を習得す る意識が高 く,企 業 にとって技術教育を施すのに最適な人材で

あるよ うだ。近い将来,ベ トナ ム従業員の技術 レベルは,も っと高度 になっ

てい くことは間違いない と期待できる。
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図 表4-7-1=技 術 習 得

も し会 社 で 新 し い オ ー トメ,_..._.ション や コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム を 導 入 した

ら,喜 ん で 新 し い 技 術 を 習 得 しま す か 。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う 119(74.8%) 111(76.0%) 230(75.4%)

B ほ ぼ そ う 思 う 20(12.6%) 21(14.4%) 41(13.4%}

C あま りそ う思 わ ない 11(6.9%) 6(4.1%) 17(5.6%}

D 全 くそ う思 わ ない 6(3.8%) 3(2.1%) 9(3.0%)

E 分 か ら な い 3(1.9%) 5(3.4%) 8(2.6%)

合 計 159(100.0%) 146(100.0%} 305{100.0%)

(2)教 育

ベ トナ ム人 は ,一 般 的 に教 育 熱 心 だ と言 われ て い るた め,子 供 に対 す る教

育 に つ い て どの よ うに考 えてい るのであ ろ うか。 別 な言 い方 をすれ ば,将 来

の ベ トナ ム経 済 力 を担 うベ トナ ム人 の労働 能力 は,ど の よ うな理 由で 形 成 さ

れ て い るのか を探 る手掛 か りにな るのではない だ ろ うか。 そ うい うわけで,

ベ トナ ム従 業 員 に 対 して 「自分 の子 は ,親(自 分)よ り高 い 教 育 を受 け させ

て あ げ た い と思 い ます か」 と設 問 して,そ の程 度 を調 べ た の が 図表4-7-2

で あ る。

図表4-7-2に よ る と,「 全 くそ う思 う」 と回 答 した従 業員 は,290人(93.2

%)と い う非 常 に 高 い結 果 に な っ て お り,「 ほ ぼ そ う思 う」 と回 答 した16人

(5.1%)を 含 め る と,そ う思 うと回 答 した従 業 員 は,306人(98.3%)に 達 し

た。

以 上 の調 査 結 果 につ い て考察 してみ よ う。

ベ トナ ム人の教育意 識が非 常に高 いのは ,ベ トナ ム の 歴 史 か ら も窺 うこ と

が で きるよ うだ。紀 元前か らベ トナムが 中国 に支 配 され た間 につ いては前項
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の ところで既 に述べた通 りである。そ して,ベ トナムが中国の支配か ら脱 し

た後,1075年 に孔子 を祭った文廟(孔 子廟)が 建立 され,1075年 には,中 国

の高級官僚の採用試験である科挙制度を採用 した。そのため,優 秀な人材を

募集する 目的で,1076年 にベ トナムの最古の大学であるクォ ック ・トゥ ・ジ

アム(国 子監)が 文廟 と同じ場所に建て られたのである1)。

15世 紀になると,儒 教は村落 レベルまで浸透 してベ トナムの教育システム

とな り,漢 字や字哺文字(チ ュノム文字 と呼ばれ る漢字か ら造 られたベ トナ

ム語 の表記文字)を 習得することが奨励 された。また儒教は,特 にベ トナム

人の若者への道徳教育を教えるために重要な位置を占めたのである。従って

儒教は,ベ トナム人の伝統的価値や倫理規範 を創造するために影響を与 え,

長い年月をかけてそれ らを形成 していったのであろ う2)。

本調査結果か ら得 られたベ トナム人の教育意識の高 さは,こ のよ うな歴史

的背景が存在 したからこそ現れた といっても言い過 ぎではないであろう。 し

か し,歴 史的背景がどのよ うにかかわ りあってベ トナム人の教育意識の高 さ

に影響を与 えたのか,具 体的に挙げてみる必要がある。それで,そ の原因に

なると思われる事柄 を現在の社会状況 と照 らしあわせなが らみてみよう。

第一は,ベ トナムは昔か ら農業国で貧 しかったため他 の仕事がな く,そ の

当時の親は,も し子供が科挙の合格者 となって高級官僚になることができれ

ば,家 族が幸せに暮 らせると思ったのであろ う。現在のベ トナムの親 も同様

に,子 供が大学や専門学校 に入学す ることを願ってお り,卒 業 した後,子 供

が収入の良い仕事に就いて,良 い暮 らしができることを望んでいるからだ。

第二は,大 抵のベ トナム人の親は,戦 争 で満足に教育を受けることができ

なかったため,厳 しい社会状況の中で重労働を余儀 なくさせ られている者が

多いのではないだろ うか。 そ うい うわけで,親 の轍 を踏ま さないために,子

供 には十分な教育を与えてや りたい と考えているか らだ。

第三は,教 育には家庭教育 ・学校教育 ・社会教育があることを理解 してお

り,特 に学校教育 を受けた程度によって,社 会教育 を受けた ときの理解力に
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影響を及ばす こと知っているのではないだろ うか。つま り,勉 強せずに世の

中で成功す ることがない ように,も し勉強を しなかった ら,社 会的に もレベ

ルの低い位置で苦労することを既 に知っているか らである。特に,あ る程度

の学校教育を受けた親は,よ り程度の高い学校教育が子供 に必要であると考

えているからだ。

上述 した理 由によって,ベ トナム人の親は,子 供に対する教育意識が非常

に高いのであるが,子 供に対 してこれほど教育熱心な国民は,東 南アジアで

は珍 しいのではないだろ うか。ベ トナム人の教育に関す る意識の高 さは,代 々

ベ トナムの親か ら子に受 け継 がれてきた ものであ り,ベ トナムの人的資源 を

枯渇 させないためにも大切な ことである。それゆえ,次 世代 にベ トナムをよ

り発展 させ る可能性がある人的資源 を保有す るために,教 育意識を常に高 く

維持 していかなければな らないであろう。

図表4-7-2-(a):教 育

自分 の子 は,親(自 分)よ り高 い教 育 を受 け させ て あげ たい と思い ます か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う 147(92.5%a) 143(94.1%) 290(93.2%)

B ほ ぼ そ う 思 う 11(6.9%) 5(3.3%) 16{5.1%)

C あま りそ う思わない 0(0.0%) 1(0.7%) 1(0.3%)

D 全 くそ う思 わ な い 1(0.6%) 1to.7°/0> 2(0.6/)

E 分 か ら な い o(o.o/) 2(1.3%) 2(0.6%)

合 計 159(100.0%) 152(100.0%a) 311(100.0%)

(3)勉 学

ベ トナ ム人 は ,子 供 に対 して 教 育 熱 心 で あ る とい う姿 が前項 の回答結 果か

ら浮 かび 上が ったが,ベ トナ ム 人 自身 の 人 生 にお い て,教 育 とい うもの を ど
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うよ うに理解 してい るのか調 べてみ る必要 があ る。 そ うしな けれ ば,勉 強 と

い うもの は,親 か ら子 へ の た だ の押 し付 け に な って しま うか も しれ ない か ら

で あ る。 ベ トナ ム人 の勉 学 に対す る意識 を調 べ るた めに,「 人 間 は,死 ぬ ま

で勉 強 しな けれ ば な らない とい う考 え方 につ いて ど う思い ます か」 とい う質

問 を設 け,ベ トナ ム従 業 員 に 回答 して も らった結果 が図表4-7-3で あ る。

図 表4-7-3に よ る と,最 も多 い の は 「全 くそ う思 う」 と回答 した191人

(61.4%)で,全 体 の6割 強 を 占 めた 。 そ の 回答 結 果 に 「ほぼそ う思 う」 と

回答 した51人(16.4%)を 加 え る と,そ う思 う と回 答 した 従 業 員 は,242人

(77.8%)と い う結 果 に な る。

以 上 の調 査 結 果 につ いて考察 してみ よ う。

ベ トナ ム人 の勉学 意識 が高いの は,前 項 の 教 育 の と ころ で 見 られ た よ うに,

子 供 の とき に親 か ら勉 強 す る こ との大切 さを教 え られ てい るか らで ある。 も

しベ トナ ム人 の子供 が親 か ら勉 強 の大切 さを教 えて もらわなか った ら,そ の

子 が親 に な っ た と き,自 分 の 子 供 に 勉 強 の 大切 さを教 える ことは難 しい であ

ろ う。ベ トナ ムの場合,親 か ら子 へ とそ の こ とを代 々伝 えてい る とい うこ と

は,そ の よ うな社 会 環 境 で 生 活 して い るこ とが挙 げ られ る。

ベ トナ ムの社会 環境 を含 め なが ら,ベ トナ ム人 の気 質 につ い て 述 べ てみ よ

う。 ベ トナ ム人 は,中 国 に支 配 され た 問,中 国 文 化 を よ く吸 収 した よ うに,

フ ラ ン ス に支 配 され た とき も,フ ラ ン ス の 文 化 を吸 収 した よ うだ。つ ま り,

ベ トナ ム 人 は,海 外 の文 化 を 吸 収 した い とい うか,優 れ た もの に興 味 を持 ち,

そ れ を 同化 させ るた め の 向 上 心 が旺盛 で あ る とい うこ とで はないだ ろ うか。

もち ろん,経 済 的 に も厳 しい 社 会 環 境 が働 い た こ とは事実 であ るが,そ れ よ

りもベ トナ ム 人 が 新 知 識 に対す る不屈 の向上心 を有 してい る ことに注 目した

い 。

仮に中国か ら導入 された儒教がベ トナム人に影響を与えたのは事実で も,

ベ トナム人に とっては,必 要な教育が儒教によってもた らされた と考えてい

るのではないだろ うか。その証拠 に,中 国か ら独立 した後 も,中 国の文化 を
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よく受け入れてお り,例 えば,高 級官僚になるための科挙制度を1075年 か ら

1918年 まで採用 した ことか らも分かる。

それか ら19世 紀の後半,ベ トナム人は,フ ランスに支配 されてか ら西洋文

化の重要性 に気が付 き,20世 紀に入 るとフランス文化を導入 した。そ して,

フランスから独立 した後 も,例 えば教育 システムか らビジネスに関す る諸々

のことまでフランス制度 を基に している。特 に,カ ソリックの宣教師が開発

した 「クォックグー」 と呼ばれ るベ トナム語の表音文字は,フ ランス植民地

時代 よりフランスから独立後にはベ トナムの国語 として広 く普及 したのであ

る3)。

結局,ベ トナム語の表記はすべて 「クォ ックグー」 を使用す るよ うになっ

てか ら,ベ トナム人の文盲を減少 させ ることに貢献 した。 また,近 代化に必

要なことに関 してはフランスだけではなくアメ リカなどの西洋文化を多 く取

り入れたのである。要するに,ベ トナム人は,そ の時代に合 った必要な知識

や技術 を習得す るために奮励努力す ることができたのは,進 取の気質に富ん

で国民性だか らであろ う。

しか し,ベ トナムの社会的環境が変化 しているため,ベ トナム人の意識 も

変化せ ざるを得ない とい うものの,ベ トナム人の伝統的価値観や倫理的行動

は,ほ とん ど今でも同じように受 け継がれてい るよ うである。例 えば,現 在

でも大勢のベ トナム人は厳 しい生活環境で暮 らしてお り,そ こか ら抜け出 し

てよ り良い生活を送 るためには,勉 強 しなければならない とい う考 え方が身

についている。昔,農 村のベ トナム人が科挙の合格者 となって高級官僚にな

れば,よ り良い生活ができたよ うに,現 在の多 くの若者 は,大 学受験に合格

するために猛勉強 している。

一般的に若 い人ほど物欲的で
,西 洋的な生活にあこがれてい るため,収 入

の高い仕事を見つけたいのは当然の ことである。そのため,大 学を卒業する

ことや資格を取得す ることが必要であると考えられているため,若 いベ トナ

ム従業員の中には,退 社後,夜 間の大学に通 う者や英語な どの語学学校 に行
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く者,コ ンピューターを習 う者な ど様々である。 それ ゆえ,若 いベ トナム人

の勉学意識は低 くならないよ うだ。

そ して,全 体的に数は少ないが,中 年の従業員でも学校に通って勉強 して

いる者がいるとい うことだ。例 えば,仕 事上,英 語の必要性 に迫 られ て語学

学校で英語を勉強す るとか,既 に企業である程度 の地位に就いている者が,

さらに専門的な知識 を学ぶために,ベ トナムで外 国の大学が開講 しているM

BAコ ースを受講 した りしている。また,ベ トナムでは,企 業の経理部長な ど

の役職に就 くためには,大 学で会計や財務の専門的知識 を修得 していなけれ

ばならない と規定 されているため,大 学に通っている者 もいるのである。

このような例からも分かるように,勉 強することによって昇進や昇給のチャ

ンスを得 ることを可能にするだけでなく,そ の人の教育水準も上げて,ひ い

ては社会的地位までも上げることができるのである。ベ トナム人は,儒 教に

よって勉学意識を育まれ,伝 統的価値観や道徳意識が培われた と言って も言

い過 ぎではないであろ う。そ して,最 も大切 なことは,ベ トナム人が教養あ

るベ トナム人になるためには,勉 学意識が高 くなくてはな らない とい うこと

である。

つま り,勉 学意識 が高い とい う結果が指摘 してい るのは,本 調査の質問事

項である 「人間は死ぬまで勉強 しなければな らない とい う考え方」が大抵の

ベ トナム人の中に根付いていることを表 しているか らである。逆説的に考え

ると,そ のような考 え方が根付いていない ことを知 っているか らこそ,死 ぬ

まで勉強 しなければな らない と考 えているとい うことになるのである。

例 えば,ベ トナム人が聡明であると評価 されるのは,ベ トナム人の価値観

や倫理的行動 にその原因があることには間違いないであろ う。 しかし,倫 理

的行動を取 るとい うことはそ う簡単なことではない ことを,ベ トナム人 も熟

知 しているわけである。 だから,倫 理的規範に合 わない ときには直接的に注

意す るよりも間接的に注意する方が効果的であることも知っているのである。

そのためベ トナム人が人を注意する とき,教 養ある人は人前で怒 った り,大
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きな声 を上げた りしない とか,そ のよ うな行動 を取ってはならない とか,相

手の立場を考慮 して碗曲的な言い方をすることがよくある。そ うい うわけで,

大抵のベ トナム人は,教 育を重要視 してお り,自 分 自身 に言い聞かせ る意味

で死ぬまで勉強 しなければな らないと考 えてい るのであろ う。 よって,ベ ト

ナム人の教育意識が高い とい う結果になったのは,当 然の結果であるようだ。

図表4-7-3:勉 学

人 間 は,死 ぬ ま で勉 強 しな けれ ば な らな い とい う考 え方 について ど う思い

ます か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う 97{61.0%} 94(61.8%} 191{61.4%)

B ほ ぼ そ う 思 う 28(17.6%) 23(15.1%) 51(16.4%)

C あま りそ う思わない 22(13.8%) 21(13.8%) 43(13.8%}

D 全 くそ う思 わ な い 8(5.0%) 7(4,6%) 15{4.8%)

E 分 か ら な い 4{2.5%) 7(4.6%) 11(3.5%)

合 計 159{100.0%) 152(100.0%) 311(99.9%)

第8節 起 業 意 識

現 在,世 界 中 でベ ンチ ャ ー ビジネ ス が 盛 ん になってお り,ベ トナ ム で もイ

ン タ ーネ ッ トカ フ ェな どのニ ュー ビジネスが どん どん現 れて話題 を呼 んでい

る。ベ トナ ム人 もニ ュー ビジネ ス とい うかベ ンチ ャー ビジネ スに対す る起 業

意識 を持 ち合 わせ てい るの は事実 の よ うであ る。 だが長 い間,特 にベ トナ ム

の 南 北 統 一 後,民 間企 業 の 経 済 活 動 が許 可 され な かったた め,ベ トナ ム人 の

起 業 意 識 に影 響 を及 ぼ したか も しれ ないの であ る。 よって この節 では,ベ ト

ナ ム人 の起 業意 識 に 関 して独 立 と仕事 につ いて どの程度 の意識 を持 ってい る

の か調 べてみ よ う。
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(1)独 立

ベ トナ ム 従 業 員 に 「将 来 ,機 会 が あれ ば独 立 して,商 売 や 企 業 を起 こ した

い と思 い ます か」 とい う質 問 を して,彼 らの独 立 意 識 を調 べ た結 果 が 図表4-

8-1で あ る。 図表4-8-1に よ る と,「 全 くそ う思 う」 と回 答 した従 業員 は,

210人(68.0%),以 下,「 ほ ぼ そ う思 う」46人(14.9%),「 あ ま りそ う思 わ な

い」31人(10.0%),「 全 くそ う思 わ な い 」12人(3.9%),「 分 か らな い 」10人

(3.2%)と な って い る。 この結 果 か らそ う思 うと回答 した従 業員 は256人(8

2.9%)と な り,8割 強 の 従 業 員 が 独 立 して,商 売 や 企 業 を起 こ した い とい う

傾 向 が非常に強い ことが窺 える。

以 上の調査結果 について考察 してみ よ う。

ベ トナ ムの会社法 と個人企業 法 が採択 され たのが1990年 の12月 で,そ れ ら

の効 力 が 発 生 した の は91年 の4月 半 ば か らで あ る。 そ の た め,そ れ ま で はベ

トナ ム の 民 間企 業 の活 動が非常 に乏 しくs民 間 企 業 に 関す る法 的 基 盤 が整 え

られ,現 実 的 に は92年 頃 か ら民 間 企 業 の 設 立 が 増 加 し,そ の 活 動 範 囲 が 拡 張

して い っ たの であ る。

もちろん,現 在 で も許 認 可 の 申請 に煩 雑 な 手続 きが困難 を生 じさせ,さ ら

に経 営 上 の様 々 な 規 制 が課 せ られ てい るた め,官 僚 的 弊 害 が ま だ ま だ ベ トナ

ム に は存在 してい るのは事 実 であ る。 たぶ ん,ベ トナ ム 人 は こ の よ うな環 境

か ら欝 積 した不満 があ るか も しれ ない が,そ れ で も本 調 査 の 回 答 結 果 が 示 す

よ うに,ベ トナ ム従 業 員 の独 立 意 識 は 高 い結 果が 出たので ある。

特 に2000年 か ら会 社 法 の施 行 に お い て,民 間 企 業 設 立 手 続 き を簡 素 化 し,

84業 種 の許 認 可 制 度 を廃止 した 。 そ のた め,2000年 の1月 か ら5月 ま で の5

ヶ月 間 で新 規 設 立 件 数 が約5000社 も増 加 した の で あ る。 経 済 危 機 の97年 か ら

ま だ 本 格 的 にベ トナ ム の 経 済 は回復 してい ないが,近 年,ベ トナ ム人 に 企 業

熱 が 盛 ん に な っ て きて いるのは事実 である9。

男 女 を含 む 年 齢 層 で み る と,若 い 年 齢 層 ほ ど独 立 意 識 が 高 く,反 対 に年 齢

層 が 高 くな るに連 れ て独立 して まで商売や企 業を起 こす意識 が低 い傾 向にあ
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る。それでも41歳 か ら50歳 までの年齢層の回答結果によると,そ の年齢層の

ちょうど3分 の2に 当たる66.7%の 従業員 は独立 したい と思っているよ うだ。

そ して,51歳 以上の年齢層だけが33.3%と 極端に低 くなっているが,全 体的

に平均8割 強のベ トナム従業員は,独 立 して生計を立てていきたい とい う意

識がかな り高い とい うことが言えるであろ う。

ベ トナム従業員か らの聞き取 り調査によると,特 にホワイ トカラーのベ ト

ナム従業員は,ベ トナム人の下で働 きたくない とい う意識が強いことが分かっ

た。だから,独 立 したい とい うことになるのか もしれない。ベ トナムでは長

い間,国 営企業が基幹産業を占めているため,国 営企業における幹部 の人材

不足 とい う理由があるかもしれないが,従 業員 と上手 くコミュニケーシ ョン

を取れ ない幹部が多 く,そ れに加 えて従業員 に対 して官僚的であるとい うこ

とも指摘できるのではないだろ うか。

すなわち,そ のよ うな環境で聡明なベ トナム人が我慢できるはずもなく,

まして民間企業に対す る法的な整備がな されれば,独 立 した くなるのは当然

であろ う。大抵 のベ トナム人 は,耐 乏生活 を経験 してお り,独 立す るチャン

スを窺 っているようである。特に,若 い世代の人ほど一般的に物欲的である

と言われているが,独 立 して 自分の人生において成功 して金持ちにな りたい

とい う願望が強 く働 くためであろ う。

図表4-8-1:独 立

将 来,機 会 が あれ ば 独 立 して,商 売 や 企 業 を起 こ した い と思 い ます か。

男性 女性 合計

A 全 く そ う 思 う 119(75.3%} 91t60.3/0) 210(68.0%)

B ほ ぼ そ う 思 う 19(12.0%) 27(17.9%x) 46(14.9%)

C あま りそ う思わない 14(8.9%) 17(11.3%} 31(10.0%a)

D 全 くそ う思 わ な い 5(3.2%} 7(4.6%} 12(3.9%)
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E 分 か ら な い 1 (0.6/) 9 (6.o%) 10 ( 3.2%)

A口 計 158 {100.0%) 151 (100.0%) 309 (goo.o%〉

(2)仕 事

前 項 の 回答 結 果 よ りベ トナ ム従 業員 は,独 立 意 識 が 高 く,独 立 して 商 売 や

企 業 を起 こ した い 人 が多い とい うことが判 明 した。 それ では どの よ うな環 境

でベ トナ ム従 業員 が仕 事を望んで い るのか解 明す る ことが必 要 にな る。 そ う

い うわけで 「将来 どの よ うに して仕事 を したい です か」 と設 問 した回答結 果

が図表4-8-2で あ る。

図 表4-5-2に よ る と,最 も多 か っ た 回答 は 「個 人 で独 立 して できる仕事」

135人(44.3%),以 下,「 組 織 の 中 で 自分 を生 か せ る仕 事」123人(40.3%),

「友 人 と共 同 して で き る仕 事 」31人(10.2%),「 何 で も よい 」12人(3.9%),

「分 か らな い 」4人(1.3%)と い う順 とな っ て い る。 この 回 答 結果 よ り大抵

のベ トナ ム人 は,個 人 で独 立 して で き る仕 事 を選 ぶか,そ れ と も組 織 の 中 で

自分 を生 かせ る仕事 を選ぶ か,と い うこ と に な る。 男 女 別 の 回答結 果 では,

男 性 の 回 答 で1番 目に 多 か った の は 「個 人 で独 立 してで きる仕事 」が50.3%

を 占め て お り,次 に 「組 織 の 中 で 自分 を 生 かせ る仕事 」 で30.8%だ っ た 。 そ

れ に対 して,女 性 で は 「組 織 の 中 で 自分 を生 かせ る仕事 」 と回答 した割合 が

50.7%で 最 も多 く,そ の 次 に 「個 人 で独 立 して で き る仕 事」37.7%で あ っ た。

よ っ て,男 性 は 個 人 で 独 立 して で き る仕 事 を選ぶ傾 向 があ り,そ れ に反 して

女 性 で は,組 織 の 中で 自分 を 生 かせ る仕 事 を選ぶ傾 向が あ る とい うこ とが判

明 した。

以上の調査結果 について考察 してみ よ う。

第一 は,こ れ らの 回 答 結 果 か ら判 断 す る と,仕 事 の経 験 を積 ん だ26歳 か ら

35歳 ま で の年 齢 層 にお い て 「個 人 で独 立 してで きる仕事」 をiん だ割 合 が 多

い の は 当然 の よ うだ 。 っま りs15歳 か ら25歳 の年 齢 層 で は,個 人 で独 立 で き

る ほ ど仕 事 に対 す る経験や 自信 があ るわ けで もな く,ま た 逆 に41歳 以 上 の年
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齢層では,保 守的にな りやす く,慣 れた仕事を選ぶ傾向が強 くなるため 「組

織 の中で自分 を生かせる仕事」を選ぶ人の割合が多 くなったようだ。

第二は,男 性の方が女性 と比較 して 「個人で独立 してできる仕事」 を強 く

望んでいる傾 向があるとい うことは,歴 史的に家父長制の影響が男性 に働い

ているのであろ う。反対に,女 性に 「組織 の中で 自分を生かせる仕事」を選

ぶ年齢層が多い とい うのもその反作用か ら来 るのかもしれないようだ。従っ

て,女 性の方が男性 より柔軟性 のある考え方 をしているのであろ う。

第三は,ベ トナム人は,「友人 と共同 してできる仕事」 を好まない とい う

ことである。 日本やアメ リカでも友人 と一緒に立ち上げたベ ンチャー ビジネ

スの話はよく耳にす ることである。 しか し,ベ トナム人がそ うではない とい

うことは,や は りベ トナム人にとって個人的に意見がまとま らないことを既

に知っているか らであろ う。

そのことについて,興 味深 い話があるので述べてみ よう。10人 のベ トナム

人に質問すると12の 答が返ってくるとい う話である。12と い う数字は少 しオー

バーではあるが,そ れ くらいベ トナム人の答え とい うか考え方がバ ラバラだ

とい うことを物語っているのである。何事にも平均的に答える日本人なら2,

3通 りの答が常識的であろ う。

さらに,ベ トナム人が他人 と共同することを好まなかったことは,南 北統

一後の農業政策の失敗 に見 られ るよ うに
,農 民の集 団化ができなかったこと

か らで も理解できるのである。第5節 の家族意識のところで前述 した とお り,

ベ トナム人は家族 に対 して強い意識を有 しているが,他 人に対 してはその意

識がないか らであろ う。

別な見方をすると,ベ トナム人は,他 人やま して友人の責任 を取 りた くな

い とい うことが挙げ られる。つま り,ベ トナム人が家族のために犠牲 になっ

てい ることは枚挙に逞がないほどあるがゆえに,そ れが反面教師 となって他

人の犯 した責任 まで取れない とい うことになるのであろ う。それゆえ,ベ ト

ナム人の行動は,個 人個人バラバ ラで共同を好まず,独 立 してやっていきた
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いようだ。 この点は後述するが,人 的資源管理において考慮すべき点である。

図表4-8-2:仕 事

将 来 どの よ うに して仕 事 を した いですか。

男性 女性 合計

A 個人で独立してできる仕事 SO(50,3%) 55(37.7%) 135(44.3%)

B 友人と共同してできる仕事 21(13.2%} 10(6.800/a) 31(10.2%)

C 組織の中で自分を生かせる仕事 49(34.8%} 74{50.7%) 123{40.3%)

D 何 で も よ い 7(4.4%} 5{3.4%) 12{3.9%)

E 分 か ら な い 2{1.3%) 2(1.4%) 4(1.3%}

合 計 ].59(100.0%) 146(100.0%) 305(100.0%}

第9節 職 場 環境 意 識

ドイモイ(刷 新)政 策が採択 されて以来,特 に1992年 以降,ベ トナムへの

外資系企業の進 出は増加 し,そ れに伴ってベ トナムの民間企業の設立も認め

られた。そのためベ トナムの企業形態は多種多様 とな り,職 場環境 も著 しく

改善 されてきている。 この節では,ベ トナム従業員の職場環境意識 を探るた

めに,上 司像 ・モテ ィベーシ ョン ・会社観 とい う3つ の範囲か ら調べてみ よ

う。

(1)上 司 像

ベ トナ ム従 業 員 は,上 司 につ い て どの よ うな 上 司像 を描 い てい るので あ ろ

うか。 それ を探 るため に,参 加 的 ・温 情 的 ・専 制 的 ・放 任 的 ・業績 的 とい う

質 問項 目の中か ら回答 しても らった。 この回答結果 か らベ トナ ムでの上 司 と

して,言 い 換 えれ ば リー ダ ー と して の必 要な要素 が見出 され るだ ろ う。ベ ト

ナム従業員 の上 司像 を調べ たのが図表4-9-1で あ る。 当初 の予 定 で は,当
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て はま るものを1つ 選 ん で も ら う積 も りで あ っ た が,複 数 回答 した割 合 が意

外 に多 か っ たた め,複 数 回 答 とい う結 果 に な っ た。

図表4-9-1に よ る と,「 どの よ うな 上 司 が好 きで す か 」 とい う質 問 に対

して最 も多 かった のは,「 参 加 的 」 と回 答 した133人(43.3%)で あ っ た。 以

下,多 い順 に 並 べ て み る と,「 業 績 的 」108人(35.2%),「 温 情 的 」106人(34.

5%),「 放 任 的 」39人(12.7%),「 専 制 的 」4人(1.3%)と い う結 果 に な っ

て い る。 以 上 の 男 女 を含 めた合計 の回答結果 か らベ トナ ム従業員 は ,放 任 的

な上 司や 専 制 的 な 上 司 を好 まない傾 向が ある よ うだ。 また,男 性 の 回 答 結 果

を 多 い 順 に そ の 割 合 をみ てみ る と,「 参 加 的 」43.7%,「 業 績 的 」(35.4%),

「温 情 的 」(27 .8%),「 放任 的 」(12.7%),「 専 制 的」(1.3%)と い う結 果 で あ っ

た。 同様 に して女 性 の回答結果 では,「 参加 的 」(43.0%),「 温情 的」(41 .3%),

「業 績 的 」(34 .9%),「 放 任 的 」(12.8%),「 専 制 的 」(1.3%)と い う順 に な っ

て い る。 上 述 した よ うに男女別 の回答結果 か らも放任 的な上 司 と専制 的な上

司は好 まれ ない こ とが判 明 した。 そ して,男 女 共1番 目に参 加 的 な上 司 を好

む こ とが 分 か った ので あ るが,女 性 従 業 員 は,男 性 従 業 員 と違 っ て2番 目に

温 情 的 な 上 司 を挙 げ て お り,3番 目に業 績 的 な 上 司 とい う こ とで男性 の回答

結 果 と逆 であ った。

ベ トナ ムでは専制的 な上 司や放任 的 な上 司が好 まれ ない ことが明 白で ある

のでそ の理 由か らみ てみ よ う。ベ トナ ムの歴 史 に よる と,中 国 の支 配 か ら脱

した 後,最 初 の 長 期 王 朝 が 李 朝 で あ っ た。 この李 朝を築 いたのが李公魎(李

太 祖)で あ る が,そ の 統 治 は,恩 恵 と威 光 に よ る もの で,そ の うえ 民 衆 の 心

を掌 握 して い た との ことで あった。 この こ とか らも分 か るよ うに,専 制 君 主

で は長 期 に統 治 で き な い とい うこ とを物語 ってい るのであ る4).

ま た,ベ トナ ムの 現 代 史 に大 き な 功績 を残 した ホー チ ミン も専制 的で はな

か った ので,ベ トナ ム の リー ダー と して 指 導 す るこ とがで きた ので あ ろ う。

そ うい うわ けで,ベ トナ ム の 人 々 は,専 制 的 な人 を決 して 好 ま な い とい うこ

とであ る。 この こ とについて,日 系 企 業 で働 くベ トナ ム人 の 会 社幹部 か ら指
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摘があったので述べてみよ う。

結論か ら先に言 うと,部 下に対 してよく怒 るよ うな上司は好まれない とい

うことである。特に仕事のことを何 も教えないで,部 下や従業員 に対 して怒

るような上司がおれ ば,上 司として尊敬 されない ことは間違いないよ うであ

る。例 えば,上 司が専制的に仕事を行った場合,部 下 との間に トラブルが生

じて,結 局,部 下に対 して怒 るとい うよ うなことが起こ りやすい状況に陥る

か らであろう。

今か ら10年 ほ ど前には,一 部の韓国系企業で労働争議があ り,そ の中には

韓国人の上司がベ トナム従業員を叩いたような話 もあったようだ。 とにか く,

シャイで控え 目な態度で人に接す るベ トナム人は,企 業で働 く外国人の上司

を苛立たせることがあるかもしれないが,ベ トナム従業員を怒鳴 りつ けるよ

うなことをしてはな らない。第7節 の教育意識にある(3)勉 学の ところで

述べたよ うに,ベ トナムでは教養 ある人,つ ま り上司のよ うな指導的立場に

ある人が,怒 りを即座に現わす とは考 えられていないそ うだ。そのため,そ

のようなことが起 これば,ベ トナム従業員 はその上司を忌み嫌 うことは間違

いな く,程 度によっては労働争議 にまで発展す る。

とは言 うものの,私 見ではあるが,10年 前では,よ く路上で中年の女性 が

喧嘩 している光景を見たことがある。大きな声を上げて,中 には物を持 って

いた りす るオバサ ンもいたが,近 年,そ のような光景が減 った ようである。

もしか した ら,経 済発展 と関係 しているのかも しれないが,今 で もベ トナム

の女性 は,怒 ると怖 いと言われていることには変わ りがないようだ。

しか し,こ のよ うな光景は極端な話 であ り,ベ トナム人で も度 を越せば怒

りが爆発す ることがあるのは事実である。例 えば,日 本人の上司か ら度々注

意 を受けていたベ トナムの女性従業員が,最 後に 「ウン」 とか 「フン」 とか

何かを言って上司の ところから立ち去った とい う話を聞いた ことがある。 こ

のよ うな例は,ま れ に起 こった ことであるが,一 般的にベ トナム従業員は仕

事に関して辛抱強いよ うである。
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次 に,放 任的な上司がベ トナム従業員に好まれない理 由を述べてみよ う。

第7節 の教育意識にある(1)技 術習得 と(2)教 育の ところで述べたよう

に,儒 教がベ トナム人 に与えた影響は大 きく,ベ トナム人の性格形成 の基礎

とな り,ベ トナ ム人の倫理観 を育んだのである。そ うい うわけで,ベ トナム

人は,子 供の ときか ら親 によって厳 しく育てられてい るため,子 が親 になっ

たときも同様に 自分の子 を厳 しく育てているようだ。言い換 えれば,ベ トナ

ム人は放任的な育て方をされていないため,ベ トナム従業員にとって放任的

な上司では上手 く信頼関係が構築することが難 しいのであろう。

ベ トナム従業員に とって放任的な上司 とは,感 情のない冷たい人間に見え

るのかもしれない。一般的に従業員は,上 司か ら目をかけてもらいたいので

あるか ら,従 業員 を放任す るよ うな態度で接す るべきではない といえよう。

例 えば,仕 事に関す る問題が生 じても何の解決策 を示 さない とか,効 率的か

っ生産的な仕事の方法を教えない とかである。

とにか く,ベ トナム人は 目上や年長者 を敬 うように,上 司に対 して も尊敬

の念を抱いているのであるから,上 司もその期待 に沿 うように従業員に接す

ることがベ トナムでの人的資源管理 を有効 に働かせ ることができるのではな

いだろ うか。

要するに,ベ トナム従業員があま り好まない専制的上司と放任的上司の反

対側に位置 しているのが,参 加的上司であ り,業 績的上司であ り,ま た温情

的上司であると言える。そのため,最 も回答結果の高かった参加的上司か ら

みてみよ う。ベ トナム従業員が参加的上司を第一に好む理 由はs第4節 や第

5節 で述べた所属意識や家族意識の高さに関係 してい るためであろ う。上司

が参加的であるとい うことは,ベ トナム従業員 にとって仕事に対す る連帯意

識が強 くな り,お 互いコミッ トしながら仕事をするとい うことにつなが り,

またそのことを求めているか らであろ う。

次に回答結果の高かった業績的上司について考 えてみる と,現 実的な考 え

方をするベ トナム人にとっては当然のよ うである。業績的上司とい うことは,
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仕事 に関する成果 を上げている上司 とい うことであ り,拡 大解釈すれば,将

来性のある上司とい うことになるであろ う。その ような上司の下で働きたい

と思 うのは,当 然 と言えば当然のようである。

最後に,温 情的上司についてみてみよう。温情的上司に関す る回答結果は,

業績的上司の回答結果 と比較 してもほとんど差がなかったようだ。そのため,

業績的上司 と同様 にベ トナム従業員に好まれているのが温情的上司とい うこ

とになる。一般的にベ トナム従業員は,会 社の同僚や上司が病気 になった と

き,代 わる代わる見舞いに行 くのが当た り前のよ うだ。そのため,同 僚が見

舞いに来てくれれ ば嬉 しく,ま して上司が見舞いに来て くれれば感激す るの

である。 さらに従業員が死亡 したときなど,必 ず同僚が社内でカンパ してお

り,上 司が より多 くの金銭を出す のが常識であ り,ま た従業員の結婚祝いな

ども同様である。そ うい うわけで,上 司は,常 にベ トナム従業員か ら温情的

な上司か どうかを見 られているようだ。

結局,ベ トナム従業員の上司像 として結論か ら先 に言 うと,参 加的な上司

であることを第一 に考 えなければな らないが,そ れ に伴 って,業 績的な上司

と温情 的な上司の性格 を兼ね備 えたバランスの取れた上司像 とい うことにな

るのであろう。それ ゆえにベ トナム従業員の職場環境意識 を高めるためには,

このよ うな上司の下で仕事ができる環境が必要であるとい うことだ。但 し女

性従業員は,男 性従業員 より温情的上司を好む傾向が強いため,女 性従業員

に対 してはもっ と温情的上司である面を見せた方がより効率的になるのでは

ないだろ うか。

また,年 齢層か らベ トナムの上司像 を探 ってみ ると,若 い年齢層ほ ど業績

的な上司を望んでいるよ うであるが,20代 後半の年齢層か らは,参 加的な上

司を好む傾 向が強 くなっている。そ して,従 業員の年齢層が高 くなれ ばなる

ほど,温 情的な上司を好む傾 向が明白に表れている。

さらに,男 女別 に年齢層で比較 してみると,男 性従業員の26歳 か ら50歳 ま

での年齢層では参加的な上司を好む傾 向が強 く,15歳 か ら20歳 まで と51歳 以
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上の年齢層では参加 的な上司を好み,21歳 か ら25歳 までの年齢層では業績的

な上司を好んでいる。女性従業員の41歳 以上の年齢層では,温 情的な上司が

好 まれているのが歴然 としてい るが,40歳 までの年齢層において,26歳 か ら

30歳 までの年齢層を除けば,業 績的な上司を好む傾 向が男性従業員の年齢層

に比べて高 く,ま た温情的な上司を好む傾 向もある。従って,ベ トナム従業

員は,参 加的な上司に加えて業績的で温情的なバ ランスの取れた上司を望ん

でいるとい うことになるよ うだ。

図表4-9-1:上 司 像

どの よ うな上 司 が 好 きで す か。

男性 女性 合計

A 参 加 的 69(43.7%) 64(43.0%} 133(43.3%a)

B 温 情 的 44(27.8/} 62(41.6%) 106(34.5%)

C 専 制 的 2(1.3%) 2(1.3%} 4(1.3%)

D 放 任 的 20(12.7%) 19{12.8%) 39(12.7%)

E 業 績 的 56(35,4%) 52{34.9%) 108(35.2%)

回 答 人 数 X58 149 307

(2)モ テ ィ ベ ー シ ョ ン

ベ トナ ム従 業 員 に 関す る職 務 達成意識 を探 るた めに ,従 業 員 の モ テ ィベ ー

シ ョン につ い て調べ る ことに した。そ の方 法 は,複 数 回答 に な っ て い る10項

目一 ① 賃 金 ・ボ ー ナ ス,② 昇 進,③ 権 限 委 譲,④ 上 司 の 態 度,⑤ 同僚 との人

間 関係,⑥ 付加 給 付,⑦ 職 場 環境,⑧ 職 務 内容,⑨ 上 司 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン,⑩ 会 社 の 方 針 か ら従 業 員 が どの 項 目か ら刺激 を受 けて もっ と働 くよ うに

な るのか,そ れ ぞれ の 項 目にお け る程度 をみてみ よ う。

ベ トナム従業員 に 「以 下の こ とが改善 され た ら,喜 ん で も っ と働 く よ うに
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な る と思 います か」 とい う質 問に対す る回答結果 が図表4-9-2で あ る。 図

表4-9-2に よ る と,最 も多 くの 従 業 員 が 挙 げ た 項 目は,「 賃 金 ・ボ ーナ ス 」

で196人(61.8%),以 下,「 同 僚 との 人 間 関係 」187人(59.0%),「 会 社 の方 針 」

140人(44.2%),「 職 場 環 境 」135人(42.6%),「 上 司 の態 度 」125人(39.4%)

とい う順 に な っ て い る。

従 業 員 の選 んだ項 目で1番 高 い数 値 が 「賃 金 ・ボ ーナ ス 」の61。8%で あ っ

た とい うこ とは,予 想 して い た 数 値 よ りも若 干 低 い よ うに思 え るが,経 済 発

展 途 上 国 で あ るベ トナ ム の経済状 態 を考 える と 「賃金 ・ボ ーナス」 とい う収

入 に関す る項 目が1番 に挙 が るの は 当然 な こ とで あ ろ う。2番 目に 「同僚 と

の 人 間 関係 」 と回 答 した従業員 が6割 近 く 占 め た の も,人 間 関係 の調 和 に重

点 を置 くベ トナム人 の性格 か ら来てい るよ うだ。3番 目に 「会 社 の方 針 」 が

挙 が っ て い るが,将 来 を 見据 え て働 い て い るベ トナ ム人 に とって 自分 の将 来

と同様 に,会 社 の 将 来 を左右 す る方針 とい うものを重 要だ と考 えてい るた め

で あろ う。

反対 に,ベ トナ ム従 業 員 の 回答 が 低 か っ た項 目をみ てみ る と,「 権 限委 譲 」

が44人(13.9%),以 下,「 上 司 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョン」47人(14.8%),「 付

加 給 付 」74人(23.3%),「 昇 進 」77人(24.3%),「 職 務 内 容 」100人(31.5%)

とい う順 で あ っ た 。 従 っ て,ベ トナ ム 従 業 員 は,「 権 限委 譲 」 や 「上 司 との

コ ミュニ ケー シ ョン」な どが改善 され て も喜ん で もっ と働 く従業員 が少 ない

よ うで ある。

次 に,男 性 従 業 員 が 挙 げ た項 目で 上位3項 目は,合 計結 果 の順 と同様 に な っ

て お り,4番 目に多 か った の は 「上 司 の態 度 」62人(38.0%),5番 目に 「職

場 環 境 」60人(36.8%)と な り,合 計 結 果 と逆 に な っ た だ け で あ る。 反 対 に

回答結 果 の割合 が少 なか った順位 は,合 計 結 果 と全 く同 じで あ っ た。

女 性 従 業員 の回答結 果で は,上 位2項 目は 男 性 と同 じで あ っ た が,3番 目

に 「職 場 環 境 」75人(48.7%),5番 目 「会 社 の 方 針 」71人(46.1%),6番

目 「上 司の態度」63人(40.9%),と な って お り,回 答 結 果 の 少 な い項 目の順
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位 は,男 性 の 回答 結 果 と全 く同 じで あ った。

それ ゆえ,上 位2項 目の 「賃 金 ・ボ ーナ ス」 と 「同僚 との人 間関係 」 につ

い て,男 女 含 め た年 齢 別 の 回答 結 果 を示 して い る図表4-9-2-(b)か らみ て

み よ う。 最 も効 果 的 に従 業 員 にモテ ィベ ーシ ョンを与 えてい る項 目は,15歳

か ら25歳 ま で の年 齢 層 で は,「 同 僚 との 人 間 関係 」 で あ る が,26歳 か ら30歳

ま で の 年 齢 層 と36歳 か ら40歳 ま で の年 齢 層 で は 「賃 金 ・ボ ーナ ス」 とな り,

31歳 か ら35歳 ま で の年 齢 層 だ け が 「賃 金 ・ボ ーナ ス」 と 「同僚 との人 間関係 」

の両方 よ り労働 意欲 を刺激 され てい るよ うだ。 そ して,41歳 以 上 の 年 齢 層 に

な る と,「 会 社 の 方 針 」 の方 が 「賃 金 ・ボーナ ス」 と 「同僚 との人 間 関係 」

よ りモテ ィベ ー シ ョンを高めてい る。

以上 の調査結果 につ いて考 察 してみ よ う。

ベ トナ ム従 業員 に対 して効果 的 にモテ ィベ ーシ ョンを与 え るこ とがで きる

の は,「 賃 金 ・ボ ーナ ス 」 と 「同 僚 との人 間関係 」 とい うこ とにな る。 これ

ら2つ の項 目を改 善す る こ とに よ って,ベ トナ ム 従 業 員 が喜 ん で もっ と働 く

よ うにな るで あろ う。 特に男性従 業員 の場合 は,3番 目に挙 が って い る 「会

社 の 方 針 」 も大切 な項 目で あ り,女 性 従 業 員 の 場 合 に は,「 職 場 環 境 」 とい

う項 目が3番 目に挙 が って い る こ と も見逃 せ ない。

年齢別 に比較 してみて も 「賃金 ・ボーナ ス」 と 「同僚 との人間 関係」 が効

果的 に職務 達成 意識 を高め る項 目である ことは間違 いない よ うだ。 そ して15

歳 か ら25歳 ま で の 年 齢 層 で は 「同僚 との 人 間関係 」,26歳 か ら40歳 ま で の 年

齢 層 で は 「賃 金 ・ボ ーナ ス」,41歳 以 上 の 年 齢 層 で は 「会 社 の 方 針 」 が第一

に考 え られて い るた め,こ の よ うな こ とを考 慮 して そ れ ぞれ の年齢層 にあっ

た改善策 も必要 にな って くるであ ろ う。

最後 に,回 答 され た 項 目の 中で 最 も低 い 順 に挙 げた項 目は,社 歴 の長 さに

比 例 して考 え るべ き であ ろ う。例 えば,回 答 結 果 の割 合 が低 か った 「権 限委

譲」や 「上司 との コ ミュニケ ーシ ョン」 な どを一般従 業員 に対 して 改善 して

も効果 的で はない とい うよ り,改 善 で き な い と言 っ た方 が 適 切 であ る。 それ
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ゆえに回答結果の数値が低い項 目は,社 歴の長い従業員 に対 して実施 した方

が彼 らのモテ ィベーシ ョンを上げて職務達成意識を さらに高めるであろ う。

図表4-9-2:モ テ ィベ ー シ ョン

以 下 の こ とが 改 善 され た ら,喜 ん で も っ と働 くよ うに な る と思 いますか。

当てはま るもの をい くつで も選 んで 下 さい。

男性 女性 合計

A 賃 金 ・ ボ ー ナ ス 97(59.5%) 99(64.3%) 196(61.8%)

B 昇 進 33(20.2%) 44(28.6%) 77{24.3%)

C 権 限 委 譲 19{11.7%} 25(16.2%) 44(13.9%)

D 上 司 の 態 度 62{38.0%) 63(40.9%) 125{39.4%)

E 同僚 との 人 間 関係 90{55.2%) 97(63.0%) 187(59.0%)

F 付 加 給 付 32(19.6%) 42(27.3%) 74{23.3/)

G 職 場 環 境 60(36.8%) 75(48.7%) 135{42.6/)

H 職 務 内 容 46(28.2%} 54(35.1%) 100{31.5%)

1 上司 とのコミュニケーシ ョン 21{12.9%) 26(16.9%) 47(14.8%)

J 会 社 の 方 針 69{42.3%} 71(46.1%) x.40{44.2%)

回 答 人 数 163 X54 317

(3)会 社 観

ベ トナム従業員の職務達成意識が何に関連 しているのかを見出すために,

彼 らの会社観 について調べることが必要である。それ ゆえ,従 業員が会社に

対 して どのよ うな事柄 を重要に考えてい るのか,複 数回答でその程度 を探 し

出すために次の10項 目を挙げた。その項 目とは,① 社会的評価,② 賃金 ・ボー

ナス,③ 職場環境,④ 昇進制度,⑤ 職場の人間関係,⑥ 付加給付制度,⑦ 教育

訓練制度,⑧ 労働組合,⑨ 社会的貢献,⑩ 会社 の方針 となってお り,ベ トナ

ム従業員が どの程度重要視 しているのかをみてみ よう。
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「会社 に対 して何 が大切 だ と思い ます か」 とい う質 問をベ トナム従業員 に

実施 して,そ の 回答 結 果 を調 べ た の が 図表4-9-3で あ る。 図 表4-9-3に

よ る と,最 も多 くの 従 業 員 が 挙 げ た項 目は,「 職 場 の 人 間 関係 」 で183人(58.

1%),以 下,「 会 社 の 方 針 」166人(52.7%),「 賃 金 ・ボ ー ナ ス」137人(43.5

%),「 職 場 環 境 」137人(43.5%),「 教 育 訓練 制 度 」133人(42.2%)と い う

順 とな っ た。

従 っ て,ベ トナ ム従 業員 は,第 一 に 「職 場 の 人 間 関係 」 を重 要視 してお り,

ま た 過 半数 の 従 業 員 が 「会 社 の 方針 」 も重 要 に考 えてい る。 さらに,4割 以

上 の従 業 員 が 回答 した 「賃 金 ・ボ ーナ ス」,「 職 場 環 境 」,「 教 育 訓 練 制 度 」

な どの 項 目も会 社 に対 して大切 な事柄で あ ると考 えてい る よ うだ。

反 対 に,ベ トナ ム従 業 員 が 回 答 した 項 目で少 なかった順 に挙 げてみ る と,

「付 加 給 付 制 度 」56人(17.8%)が 最 も低 く,以 下,「 社 会 的 貢 献 」57人(18.

1%),「 昇 進 制 度 」83人(26.3%),「 労 働 組 合 」95人(30.2%),「 社 会 的 評 価 」

102人(32.4%)で あ っ た 。 そ の た めベ トナ ム従 業 員 は,「 付 加 給 付 制 度 」 や

「社 会 的 貢 献 」 を会 社 に対 して重要 な位 置 付 けに考 えてお らず,そ の 上 「昇

進 制 度 」,「 労 働 組 合 」,「 社 会 的 評 価 」 な どに つ い て も回答 結果 が低 か った

ため,こ れ らの 項 目につ い て もそ れ ほ ど重要 であ るとは考 えていない よ うだ。

以 上の調査結果 について考察 してみ よ う。

男性従 業員 は,す べ て の年 齢 層 で一 番 に 「職 場 の人 間関係 」 を挙げてお り,

そ の 次 に ほ とん どの年 齢 層 で 「会社 の方針 」 となってい る。 そ して,3番 目

に 多 か っ た 回 答 に 関 して 目に付 い た ところは,21歳 か ら30歳 ま で の年 齢 層 で

は 「教 育 訓練 制 度 」 に関心 が高 く,31歳 か ら35歳 の年 齢 層 で は 「賃 金 ・ボ ー

ナ ス 」 に関心 が高か った。36歳 か ら40歳 の 年 齢 層 で は 「職 場 環 境 」 を挙 げて

お り,40歳 か ら50歳 ま で の年 齢 層 で は 「賃 金 ・ボ ーナ ス」 と 「教 育訓練制度 」

であった。

それ で,3番 目に 回 答 され た 項 目の 理 由 を年 齢別 に考 えてみ る と,21歳 か

ら30歳 ま で の 若 い年 齢 層 の 人 は,教 育 訓 練 を受 け る こ とが技 術 や 技能 を伸 ば
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して将来の自分 自身を向上 させ,ひ いては昇進の一助になると考 えているよ

うだ。そのため,も っ と学びたい とい う意識の方が この年齢層が4番 目に回

答 した 「賃金 ・ボーナス」に関する意識 より少 し高いのであろ う。31歳 か ら

40歳 の年齢層では 「教育訓練制度」よ り 「賃金 ・ボーナス」や 「職場環境」

に関心が強 くなるのは,生 活 において収入が重要な位置 を占め,そ のために

働いている職場環境 の良 し悪 しに影響がでるためであろ う。41歳 か ら50歳 ま

での年齢層では 「賃金 ・ボーナス」 と同様に 「教育訓練制度」の大切 さが見

直 されたよ うであるが,そ れ は,日 々の生活 に欠かせない収入である賃金や

ボーナス,ま た収入を増やすための教育訓練制度を重要に考えているか らで

あろ う。

同様に して,女 性 の回答結果か ら最 も多かった項 目は 「職場の人間関係」

で,2番 目に 「会社の方針」,3番 目に 「職場環境」 となっている。小差で

「賃金 ・ボーナス」の項 目が4番 目になったが,31歳 以上の年齢層 では 「賃

金 ・ボーナス」の方が 「職場環境」の回答 を上回っていた。但 し41歳 か ら50

歳以上の年齢層では 「賃金 ・ボーナス」 と 「職場環境」の回答の割合が同値

であった。 しか し,15歳 か ら30歳 までの年齢層においては 「職場環境」が

「賃金 ・ボーナス」 を上回ってお り,特 に若 い年齢層ではJ日 々の仕事に密

着 した 「職場環境 」の方が,「 賃金 ・ボーナス」 よ り重要に考えてい るよ う

である。

とにか く,男 女共,1番 目に 「職場の人間関係」 とい う項 目を回答 したよ

うに,ベ トナム人の会社観 において職場の人間関係が第一に優先 され るとい

うことである。そのため,会 社内で人間関係が円滑に行 われない と上手 く仕

事がはか どらない とい うことになる。そ うい う意味で人的資源管理において

従業員の人間関係 に問題が起きないよう注意 しなければな らない。

その次は,「会社の方針」 について関心が高い とい うことであるか ら,会

社の将来性について具体的な目標や事業計画などを従業員に示 さなければな

らない とい うことである。別な言い方をすれば,会 社の方針が見えないよ う
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な会社では,ベ トナム従業員が会社の将来に対 して不安 を抱 くよ うにな り,

安心 して働 けないよ うである。

だか ら,こ れ ら2つ の項 目は,男 女やその年齢層に関係な く,す べての従

業員が会社に対 して大切な事柄 として考えているのであるか ら,車 に例える

な らば左右の車輪みたいなものである。 だから,人 的資源管理 を効率的に改

善す るためには,こ の質問で回答結果の低かった項 目を改めるのではな く,

「職場の人間関係」 と 「会社の方針」を最初に改善す るとい うことを考慮 し

なければな らないであろう。

図表4-9-3:会 社 観

会 社 に対 して 何 が 大 切 だ と思い ますか。 当て はまる ものをい くつで も選 ん

で 下 さい。

男性 女性 合計

A 社 会 的 評 価 39(24.2%) 63(40.9%) 102(32.4%)

B 賃 金 ・ ボ ー ナ ス 69(42.9%) 68(44.2%) 137{43.5/)

C 職 場 環 境 66(41.0%) 71{46.1%) 137{43.5%)

D 昇 進 制 度 39{24.2%a} 44(28.6%} 83{26.3%)

E 職 場 の 人 間 関 係 91(56.5%a} 92(59.7%} 183(58.1%)

F 付 加 給 付 制 度 28(17.4%) 28(18.2%} 56(x.7.8%)

G 教 育 訓 練 制 度 69(42.9%) 64(41.6%) X33(42.2%}

H 労 働 組 合 45(28.0%) 50{32.5%) 95(34.2%}

1 社 会 的 貢 献 26(16.1%) 31{ZO.1%) 57(18.1%}

J 会 社 の 方 針 79(49.1%) 87{56.5%) 166(52.7%)

回 答 人 数 161 X54 315
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お わ りに 一 ベ トナ ム 人 の 人 生 観

第1節 の勤 労 意 識 か ら第9節 の職 場 環 境 意 識 ま で に 出 て き た様 々な意識 も

考慮 しなが ら,ベ トナ ム従 業員 の人 生 観 に つ い て考察 してみ よ う。

ベ トナ ム従業員 の人生観 につ いて調 べた 回答 結果 が 図表4-10で あ る。 図

表4-10-1よ る と,ベ トナ ム従 業 員 は,第1位 に 「親 ・家 族 」 を挙 げ て お

り,男 性 別 の 回 答 結 果 で も同様 に第1位 とな っ て お り,ま た女 性 のみ の 回答

結 果 で も第1位 に な って い る。 第2位 に 「勉 強 」 を挙 げ て い る。 第3位 に も

「勉 強 」 が 挙 が っ て い るの で第2位 とい うこ とに して 間違 い は な いであ ろ う。

第3位 に 「金 銭 ・財 産 」 とい うこ とにな るで あろ う。 その理 由は,「 勉 強 」

が 既 に 第2位 に 挙 が っ て い る に も 関 わ らず,第3位 に も挙 が っ て お り,そ の

次 の項 目が 「金 銭 ・財 産 」 とな ってい るた め,第3位 に 「金 ・財 産 」 とい う

こ とに な る。

次 に,第10位 の 項 目を 先 に み て み よ う。 第10位 に 「宗 教 」 が挙 げ られ て お

り,男 女 別 にみ て も 同様 に第10位 に な って い る。 そ して,第9位 に 「趣 味 」

が 挙 が っ て い る。 男 性 のみの回答結果 で も第9位 に挙 が っ て い る が,女 性 の

み の 回答 結 果 で は 第7位 に な っ て い る。 とに か く,男 女 を含 め た合 計 結 果 で

は第9位 とい うこ とで あ る。 第8位 に 「親 戚 」 が 挙 が っ て お り,男 女 別 の 回

答 結 果 で も第8位 に挙 が って い る の で第8位 とす る こ とに 問題 は な い で あ ろ

う。

ところで,第4位 か ら第7位 ま で の 項 目に 関 して は,簡 単 に順 位 を付 け る

こ と は難 しい よ うで あ る。 「社会 的地位 」,「 友 達 ・人 間 関係 」,「 愛 」,「 会

社 ・仕 事 」 に っ い て は,ど の項 目が第4位 で,ど の 項 目が 第5位 で あ る とい

うこ とよ りも,こ れ ら4つ の項 目が 第4位 か ら第7位 で あ る と回答 で きれ ば

十 分 で あ ろ う。

ベ トナム従業員の人生観 につ いて,こ の節 の質 問 事項 で あ る10項 目を使 っ

てA・B・Cと い う3グ ル ー プ に 分 け てモ デ ル 化 した のが 図表4-10-2で あ

る。
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以上の調査結果について考察 してみよう。

ベ トナム従業員の人生観に関 して,第1位 に挙げている項 目は 「親 ・家族」

である。その理 由は,本 調査における第5節 の家族意識や第6節 の生活意識

で述べた ように,親 や家族に対する意識は大変強いものがある。 まさにベ ト

ナム人は,親 を大切に して家族 を中心に生活 を送っているとい うか,人 生 を

送っていると言 った方が適切ではないだろ うか。ベ トナムの習慣では,親 の

面倒をみ るのが子 としての義務であ り,誇 りである。 もし,そ のようなこと

を怠れば,近 所や周 りの人に対 して面 目が立たない上に,子 として恥に思 う

よ うである。 もちろん,そ の根源に儒教の道徳的かつ倫理的教育の影響があ

ることは否めないことである。

第2位 に 「教育」が挙げられてい るが,ベ トナム人に とって 「勉強」を重

要視 している理 由は,第7節 の教育意識の ところで述べたよ うに,勉 強が人

生を変えると信 じているのである。つま り,勉 強することによってより良い

生活ができるのだと考えてお り,昇 進 して出世す るには勉強が非常に大切で

あると常に意識 しているためであろ う。ま して勉強 しないで成功 した者がい

ない とベ トナムの母親が子供に教 えているよ うに,ベ トナム人はr勉 強する

ことが人生に とって必要な ことであ り,ま た好奇心や進取の気質に富んだベ

トナム人にとって勉強することが好 きなのか もしれない とい うことである。

第3位 に 「金銭 ・財産」が挙げ られているが,ベ トナムの経済状態が年 々

良くなっているとは言 え,ま だまだ世界的には最貧国の中に含 まれているこ

とか らも分かるよ うに,現 在でも厳 しき生活環境に身 を置いて生活 している

ことには変わ りないのである。そのため,ベ トナム人にとって 「金銭 ・財産」

が如何 に大切なものであることは暗黙の了解であると言 った ところのよ うで

ある。

第4位 か ら第7位 の項 目に関 しては,図 表10-4-1に あるBグ ループに含

まれてお り,「社会的地位」,「 友達 ・人間関係」,「 愛」,「 会社 ・仕事」の

どの項 目が何番 目であるとい うよ うなことを問題に してお らずsこ れ らの4
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項 目は,ベ トナム人に とって順位が付けに くい状態にある項 目である。 もち

ろんJ年 齢層によってこれ らの項 目の順位 は変動 しやす く,例 えば若 い年齢

層であれば 「友達 ・人間関係」や 「愛」の項 目は4位 や5位 になるであろ う。

逆に年齢層が高 くなれば 「社会的地位」や 「会社 ・仕事」の項 目が4位 や5

位 になるのではないだろ うか。そ うい う意味で これ ら4つ の項 目は4位 か ら

7位 の間において何位に入ってもそれほど影響があるとは思えないのである。

第8位 は,「親戚」 となってい るため,ベ トナ ム人が さほ ど重要に考えて

いないよ うに思ったのである。そ うい う意味で現在の 日本人の人生観におけ

る 「親戚」 とい う位置 があま り変わ らないのではないか と感 じたのである。

しか し,現 実的には,そ の程度に違いがあるようなので述べてみよ う。ベ ト

ナム人は,親 戚関係 を大切に しているため,遠 い親戚であっても遠い親戚 と

は感 じさせない とい うか,近 い親戚のように接す るのが習慣 になっているの

ではないだろ うか。ベ トナムの場合,ほ んの少 しの関係があるだけで親戚の

よ うになるよ うなことがある。そのため,親 戚の面倒を見るベ トナム人が 日

本人やアメリカ人 と比べて多いよ うである。例えば,経 済的な余裕があま り

なくて も親戚の子供が都会で勉強 したい ときには面倒を見ている人が意外 と

多いようだ。

第9位 は,「趣味」 となってお り,ベ トナム人に とって趣味の占める位置

が低 く,人 生観 においてまだまだ趣 味を楽 しんでいるよ うな状態ではないよ

うだ。ベ トナムでは,10年 前 と比べ ると経済が 目覚 しく発展 し,人 々の生活

状態が改善 されてきているが,そ れでもいまだに失業率は高 く,生 活が苦 し

い人々が大半を占めているのが事実である。そのため,多 くのベ トナム人は,

仕事をす るか,勉 強す るか とい うような状態で,趣 味に関 して考 えられない

のではないだろ うか。だが,将 来的には必ず趣味がベ トナム人の人生観にとっ

て大切 なものにな り,上 位に上がってくるであろ う。聡 明で勤勉 なベ トナム

人が趣味について無関心 とは考え られないか らだ。

第10位 は,「宗教」 となってお り,ベ トナム人が人生観 において,宗 教に興
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味がない とい うことが窺えるのである。そ うい う点では 日本人 と似ているの

かもしれないよ うだ。但 しベ トナムで信仰の 自由が認め られるようになった

のは最近のよ うで,1981年 に公布 された憲法で信仰の 自由は保障されたが,

現実問題 として ドイモイ政策が国会で採択 された86年 頃までは信仰 に対す る

色々な制限があったようである。

ベ トナム人の人生観 は,図 表4-10-1で 示 しているよ うに,大 きく分けて

3つ のグループか ら成 り立っているように考 えられる。将来的にはこれ ら3

っのグループ内に存在 している項 目に変化が生 じて,別 のグループに移動す

るかもしれないが,そ のような ことが起きる前に,ま ずベ トナム人の意識や

価値観 に変化が生 じて こなければならず,一 朝一夕にはできないことである。

それ ゆえに,グ ループ内の項 目が移動す るにはかな りの年月が掛か るであろ

う。

図表4-10:人 生観

人生にとって何が大切ですか。大切なものか ら順番 を付 けて下さい。

男性 女性 合計

A 社 会 的 地 位

B 勉 強 2位,3位,5位 2位,3位 2位,3位

C 宗 教 10位 10位 10位

D 金 銭 ・ 財 産 4位 4位 4位,5位

E 親 ・ 家 族 1位 1位 1位

F 親 戚 8位 8位,9位 8位

G 友 達 ・人 間 関 係 7位 4位,6位,7位 6位,7位

H 愛 一 』

1 会 社 ・ 仕 事 5位 一

J 趣 味 6位,9位 7位 9位
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図 表4-10-2 ベ トナム従業員の人生観

Aグ ル ープ

「親 ・家族 」

「勉 強」

「金 ・財産」

Bグ ル ー プ

「社 会 的 地位 」

「友 達 ・人間関係 」

「愛」

「会社 ・仕事」

　
　
　

　
　
　

　
　
　

戚

味

教

親

趣

宗

FIl

　ー1

「

注)

1)小 倉 貞 男(1997)「 物 語 ヴ ェ トナ ム の 歴 史 」 中 公 新 書t108ペ ー ジ。

2)松 本 信 弘(1969)「 ベ トナ ム 民 族 小 史 」 岩 波 書 店,86-89ペ ー ジ。

3)松 本,前 掲 書,118ペ ー ジ。

4)松 本,前 掲 書,58ペ ー ジ 。
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